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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出射開口および当該出射開口を囲むフランジが正面に設けられ、光源を収容する器具本
体と、
　枠部および当該枠部に設けられたガード部材を備え、前記器具本体の正面に配置される
ガードと、
　前記ガードを前記器具本体に固定する固定具と、を備え
　前記ガードの枠部には、前記フランジに引き掛けられる引掛部と、前記枠部の外側に突
出している折曲片と、が備えられ、
　前記固定具は、前記ガードの前記折曲片と係合し、前記折曲片の折り曲げによって前記
ガードを係止する係合部を備えた
　ことを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記ガードと、前記固定具とが、螺子で締結されたことを特徴とする請求項１に記載の
照明器具。
【請求項３】
　前記固定具は、前記フランジを挟み込む灯具挟持部を有することを特徴とする請求項１
または２に記載の照明器具。
【請求項４】
　前記折曲片は、前記ガードと、前記固定具とを、螺子で締結する締結位置を挟んで両側
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に設けられていることを特徴とする請求項２または３に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記ガードと、前記固定具とを、螺子で締結する締結位置が、前記折曲片を挟んで両側
に設けられていることを特徴とする請求項２または３に記載の照明器具。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、キャノピー看板やパラペット看板、ファサード看板等の各種看板、或いは、サイ
ン広告などを照明する照明器具が知られている（例えば、特許文献１参照）。
　この種の照明器具では、出射開口を塞ぐ光透過性カバーの損傷を防止するために、光透
過性カバーに架け渡されたカバー部材を有するガードを設けて、光透過性カバーを保護し
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－２１２０２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の照明器具では、光透過性カバーを保護するガードを、照明器具本体に複数のねじ
で締結して取り付けるのが一般的であった。また、このような照明器具は、高所で使用さ
れる事が多いため、ガードを照明器具本体に複数のねじで締結して取り付けたものでは、
ワイヤー等の別部材によりガードの落下防止対策を図る必要があった。このように、ガー
ドを、照明器具本体に複数のねじで締結し、且つ、別部材による落下防止対策を図る構成
では、ガードの施工性が悪かった。
　本発明は、上述した事情を鑑みてなされたものであり、ガードの施工性を向上した照明
器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は、照明器具において、出射開口および当該出射開
口を囲むフランジが正面に設けられ、光源を収容する器具本体と、枠部および当該枠部に
設けられたガード部材を備え、前記器具本体の正面に配置されるガードと、前記ガードを
前記器具本体に固定する固定具と、を備え前記ガードの枠部には、前記フランジに引き掛
けられる引掛部と、前記枠部の外側に突出している折曲片と、が備えられ、前記固定具は
、前記ガードの前記折曲片と係合し、前記折曲片の折り曲げによって前記ガードを係止す
る係合部を備えたことを特徴とする。
【０００６】
　本発明は、上記照明器具において、前記ガードと、前記固定具とが、螺子で締結された
ことを特徴とする。
【０００７】
　本発明は、上記照明器具において、前記固定具は、前記フランジを挟み込む灯具挟持部
を有することを特徴とする。
【０００８】
　本発明は、上記照明器具において、前記折曲片は、前記ガードと、前記固定具とを、螺
子で締結する締結位置を挟んで両側に設けられていることを特徴とする。
【０００９】
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　本発明は、上記照明器具において、前記ガードと、前記固定具とを、螺子で締結する締
結位置が、前記折曲片を挟んで両側に設けられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ガードを器具本体のフランジに引き掛けて仮固定できると共に、固定
具の係合部に係合したガードの折曲片を折り曲げることで、簡単にガードを器具本体に固
定することができる。これにより、ガードを照明器具の器具本体に複数のねじで締結し、
且つ、別部材による落下防止対策を図る必要がなく、ガードの施工性を向上した照明器具
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態に係る照明器具を示す斜視図である。
【図２】照明器具を示す図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は上面図、（Ｃ）は下面図で
ある。
【図３】ガードを取り外した状態の照明器具を示す正面図である。
【図４】ガードを示す図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は上面図、（Ｃ）は下面図、（
Ｄ）は左側面図、（Ｅ）は右側面図、（Ｆ）は背面図である。
【図５】固定具を示す図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は上面図、（Ｃ）は右側面図で
ある。
【図６】ガードと固定具とを締結した状態を示す図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は上
面図、（Ｃ）は下面図、（Ｄ）は左側面図、（Ｅ）は右側面図、（Ｆ）は背面図である。
【図７】変形例１の照明器具を示す図である。
【図８】固定具を示す図であり、（Ａ）は実施形態の固定具を示す右側面図、（Ｂ）は変
形例の固定具を示す右側面図、（Ｃ）は変形例の固定具を示す正面図である。
【図９】変形例の照明器具を示す図であり、（Ａ）は円形の器具本体を備えた変形例２の
照明器具を示す正面図、（Ｂ）は円形の器具本体を備えた変形例３の照明器具を示す正面
図、（Ｃ）は円形の器具本体を備えた変形例４の照明器具を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
　図１は本発明の実施形態に係る照明器具１を示す斜視図、図２は照明器具１の三面図、
図３はガード５０を取り外した状態の照明器具１を示す正面図である。
　照明器具１は、図示は省略するが、看板等の被照射面を投光照明する所謂投光器として
の照明器具であり、例えば建物の壁面に取り付けられて用いられる。なお、照明器具１は
、屋外、及び屋内のいずれで用いられても良い。照明器具１は、不図示のアーム様固定器
具を用いて被照射面から正面の側に所定の距離だけ離れた被照射面の上方に配置して用い
ることができる。
【００１３】
　照明器具１は、図１～図３に示すように、器具本体１１と、アーム連結部１２と、を備
えている。器具本体１１は、正面視横長の長方形状の筐体１３を有する。筐体１３は、例
えば高熱伝導性を有し放熱性が高い材料から箱型に成形されている。筐体１３の正面には
横長の長方形状の出射開口１４が設けられており、この出射開口１４から臨む筐体１３の
底面に光源１８が配置されている。また、筐体１３の正面には、出射開口１４を覆って閉
塞する光透過性カバー３５が設けられる。光透過性カバー３５は、出射開口１４に対応す
る部分が例えばガラス材料から形成された光透過性カバーとして構成されると共に、当該
光透過性カバーが、筐体１３の正面に螺子によって螺子止めされるフレーム部と、例えば
２色成形により一体に成形される。また、筐体１３の正面には、光透過性カバー３５を保
護するガード５０が設けられる。筐体１３の背面１３Ａには、多数の放熱フィン２２を有
した放熱体２４が密着状態で固定されており、光源１８の発熱が放熱体２４に伝導し、放
熱体２４から外気に放熱される。
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【００１４】
　アーム連結部１２は、器具本体１１を回転自在に不図示の固定器具に固定する部品であ
り、アーム固定部２７と、筐体固定部２８と、回転固定具２９とを備えている。筐体固定
部２８は、筐体１３の背面１３Ａに固定され、アーム固定部２７に回転自在に軸支されて
いる。回転固定具２９は、筐体固定部２８に対するアーム固定部２７の回転を不能にする
部品であり、例えば筐体固定部２８にアーム固定部２７を回転不能に固定する固定ボルト
である。
【００１５】
　光源１８は、指向性が高く、高出力が得られるＣＯＢ型ＬＥＤ（ＣＯＢ：Chip On Boar
d）２０を備えている。なお、光源１８には、ＣＯＢ型ＬＥＤ２０の他にも、各種のＬＥ
Ｄや有機ＥＬ等の１又は複数の発光素子を用いることができる。これらの他にも、光源１
８には、ＬＥＤランプや有機ＥＬランプ、反射鏡付ＨＩＤランプ等の１又は複数のランプ
型光源を用いることができる。また、筐体１３の内側には、光源１８からの光を被照射面
に向けて拡散反射させる反射面６５が設けられている。
【００１６】
　筐体１３の正面には、出射開口１４の周りを囲み、出射開口１４の縁部から外側に出っ
張るように枠状に形成されたフランジ３６が設けられている。フランジ３６は、筐体１３
に一体に形成されていても良い。
　ガード５０は、フランジ３６の正面に配置される枠部５１を備える。枠部５１は、フラ
ンジ３６の正面形状に合わせた枠形状に形成され、出射開口１４に対応する開口を有する
。また、ガード５０は、枠部５１から延び、器具本体１１に取り付けられた際に出射開口
１４の上方に格子状に架け渡されるバンパー部５２（ガード部材）を備える。ガード５０
は、このバンパー部５２によって、出射開口１４を塞ぐ光透過性カバー３５を保護する役
割を果たす。
【００１７】
　また、ガード５０は、図４に示すように、枠部５１の外縁の一部から延出する引掛部５
３を有する。引掛部５３は、ガード５０に一体に形成され、枠部５１の長手方向の一辺に
連続させて略矩形板状に形成される。引掛部５３は、枠部５１に略直角に折り曲げられる
とともに、その端部をさらに枠部５１の裏側に折り曲げた、ガード５０の側面視で、略Ｌ
字状に形成される（図４（Ｄ）、（Ｅ）参照）。引掛部５３は、図２（Ｂ）に示すように
、フランジ３６の長手方向の一辺に引き掛けられて、ガード５０を器具本体１１に係止さ
せることができるように構成される。引掛部５３は、フランジ３６の側面３６Ａに当接す
る上面部５３Ａと、フランジ３６の裏面３６Ｃに引き掛けられる引掛片５３Ｂと、を有す
る。上面部５３Ａは、フランジ３６と、フランジ３６の正面３６Ｂに取り付けられた光透
過性カバー３５と、を合わせた厚みｔに対応する幅に設定される。引掛部５３をフランジ
３６に引き掛けた際には、枠部５１がフランジ３６の正面３６Ｂに、引掛部５３の上面部
５３Ａがフランジ３６の側面３６Ａに、引掛片５３Ｂがフランジ３６の裏面３６Ｃにそれ
ぞれ対向するように配置される。また、引掛片５３Ｂの先端部５３Ｃは、引掛部５３をフ
ランジ３６に引き掛けた際にフランジ３６の裏面３６Ｃから離れる方向に若干折り曲げら
れ、引掛部５３がフランジ３６に引き掛け易くなっている。
【００１８】
　また、ガード５０の枠部５１には、引掛部５３が設けられた一辺とは別の一辺に、外側
に突出する折曲片５５が設けられている。折曲片５５は枠部５１と一体に形成される。ま
た、折曲片５５は、筐体１３が正面視横長の長方形状の場合には、引掛部５３が設けられ
た一辺に対向する辺に設けられているのが望ましい。また、折曲片５５は、互いの間に所
定の間隔を開けて少なくとも２つ設けられるのが望ましく、２つの折曲片５５は、ガード
５０の正面視で左右対称位置に設けられているのが望ましい。
　また、ガード５０の枠部５１には、外縁に沿って、光透過性カバー３５をフランジ３６
に螺子止めするための螺子を避ける切欠５６が設けられる。光透過性カバー３５をフラン
ジ３６に螺子止めする螺子止め位置が複数箇所ある場合には、枠部５１には、各螺子止め
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位置に対応する位置にそれぞれ切欠５６が設けられる。
【００１９】
　図５は、ガード５０を器具本体１１に固定するための固定具６０を示す図である。固定
具６０は、板状の部材を側面視で略Ｌ字状に折り曲げて形成される（図５（Ｃ）参照）。
固定具６０は、器具本体１１に取り付けられた状態で、フランジ３６の裏面３６Ｃに当接
する裏面当接部６１と、フランジ３６の側面３６Ａに当接する側面当接部６２と、を備え
る。側面当接部６２には、ガード５０の折曲片５５が係合される係合部６３が設けられる
。本実施形態では、係合部６３は、折曲片５５が挿入される挿入孔の形態に構成される。
係合部６３は、折曲片５５と係合可能に構成されていれば、挿入孔の形態に限らず、切り
欠き等の他の形態であっても良い。裏面当接部６１は、ガード５０の折曲片５５を係合部
６３に係合させた際に、ガード５０の枠部５１と、裏面当接部６１との間にフランジ３６
が配置されるように構成される。
【００２０】
　ガード５０を器具本体１１に取り付ける際には、まず、引掛部５３をフランジ３６に引
き掛けて、ガード５０を器具本体１１に仮固定させる。次に、固定具６０の係合部６３の
孔に、ガード５０の折曲片５５を挿入させて係合させると共に、枠部５１と裏面当接部６
１との間でフランジ３６を挟み込む。固定具６０の側面当接部６２とフランジ３６の側面
３６Ａとが当接した状態で、折曲片５５を図２（Ｃ）に示すように、フランジ３６の裏面
３６Ｃ側に向けて折り曲げて、ガード５０と、固定具６０とを、係止し、ガード５０を器
具本体１１に固定する。これらの構成によれば、ガード５０を器具本体１１のフランジ３
６に引き掛けて仮固定できると共に、固定具６０の係合部６３に係合されたガードの折曲
片５５を折り曲げて、ガード５０と、固定具６０とを係止させることができる。これによ
り、工具を用いることなく、簡単にガード５０を器具本体１１に固定することができる。
【００２１】
　図４及び図５に示すように、ガード５０、及び、固定具６０は、ガード５０と、固定具
６０とを互いに螺子で締結するための螺子孔５４Ａ，６４Ａを有する締結片５４、６４を
備える。締結片５４は、ガード５０と一体に形成され、枠部５１に連続させて、枠部５１
の外側に板状に突出される。締結片５４は、筐体１３が正面視横長の長方形状の場合には
、引掛部５３が設けられた一辺に対向する辺に設けられているのが望ましい。また、上述
した折曲片５５は、締結片５４を挟んで両側に設けられているのが望ましい。締結片６４
は、固定具６０と一体に形成され、側面当接部６２に連続する片部を、裏面当接部６１と
は反対の方向の略直角に折り曲げて形成される。
【００２２】
　図６は、ガード５０と、固定具６０と、を組み合わせた状態を示した図である。図６に
示すように、締結片５４、６４は、ガード５０の折曲片５５を、固定具６０の係合部６３
に係合させた際に、互いに対応する位置に設けられる。ガード５０は、固定具６０の係合
部６３に係合させた折曲片５５を折り曲げることで、器具本体１１に固定されるが、これ
だけでは、ガード５０、固定具６０、及び／又は、器具本体１１との間で振動等による所
謂ビビリ音が発生する場合がある。本実施形態では、ガード５０の締結片５４と、固定具
６０の締結片６４とを螺子で締結することで、ガード５０、固定具６０、及び、器具本体
１１間の密着性を高めることができ、ビビリ音の発生を防ぐことができる。
【００２３】
　このように、ガード５０は、枠部５１と引掛部５３の引掛片５３Ｂとの間、及び、枠部
５１と固定具６０の裏面当接部６１との間で、フランジ３６を対向位置で挟み込むことで
、器具本体１１に取り付けられる。
　また、引掛部５３が引き掛けられるフランジ３６の一辺には、図１に示すように、光透
過性カバー３５をフランジ３６に螺子止めするための一対の螺子代３７が形成される。引
掛部５３はこの一対の螺子代３７間に亘ってフランジ３６に引き掛けられるように構成さ
れる。この構成によれば、引掛部５３をフランジ３６に引き掛けた際には、引掛部５３の
スライド方向への移動が螺子代３７によって規制される。また、固定具６０が取り付けら
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れるフランジ３６の一辺にも、光透過性カバー３５をフランジ３６に螺子止めするための
一対の螺子代３７が形成される。固定具６０は側面当接部６２がこの一対の螺子代３７間
に亘って設けられるように構成され、固定具６０のスライド方向への移動が螺子代３７に
よって規制される。
【００２４】
　なお、図７に示したように、ガード５０は、ガード５０の引掛部５３と、固定具６０と
を、器具本体１１の上下方向のどちらに配置しても、器具本体１１に取り付け可能に構成
される。このため、器具本体１１の被照射面に対する取り付け方向に応じて、作業性のよ
い方向でガード５０を器具本体１１に取り付けることができる。
　また、固定具６０は、図８（Ａ）に示した側面視略Ｌ字形状の他に、図８（Ｂ）に示し
た固定具１６０のように、側面視略Ｕ字状に形成されていても良い。固定具１６０は、フ
ランジ３６の裏面３６Ｃに当接する裏面当接部１６１と、裏面当接部１６１に対向配置さ
れ、フランジ３６の正面３６Ｂに当接する正面当接部１６４とを有する。固定具１６０は
、裏面当接部１６１と、正面当接部１６４とを有して構成され、裏面当接部１６１と、正
面当接部１６４と間で枠部５１及びフランジ３６を挟み込む灯具挟持部１６５を備える。
この構成によれば、固定具１６０の灯具挟持部１６５により枠部５１と、フランジ３６と
、を共に挟持することができ、枠部５１をフランジ３６にしっかりと固定することができ
る。
　また、折曲片５５は、ガード５０と、固定具６０とを螺子で締結する締結位置を挟んで
両側に設けた構成に限らず、図８（Ｃ）に示すように、ガード５０と、固定具６０とを、
螺子で締結する締結位置を、折曲片５５を挟んで両側に設けた構成であっても良い。
【００２５】
　また、器具本体１１１は、図９に示すように、正面視円形形状の筐体１１３を有する構
成でも良い。筐体１１３が正面視円形形状の場合には、図９（Ａ）に示すように、ガード
１５０は、円形形状の出射開口１１４に対応する開口を有する環状の枠部１５１と、枠部
１５１に架け渡されるバンパー部５２（ガード部材）とを備える。ガード１５０は、筐体
１１３に一体に形成された不図示のフランジに引き掛けられる引掛部１５３と、引掛部１
５３に対向する位置に設けられた折曲片５５、及び、締結片１５４を備える。引掛部１５
３は、筐体１１３のフランジの側面に沿った円弧状に形成される。ガード１５０は、筐体
１１３のフランジの側面に沿った円弧状に形成された固定具１６０の係合部１６３に折曲
片５５を係止させ、折曲片５５を折り曲げて、器具本体１１１に取り付けられる。
【００２６】
　なお、器具本体１１１は、図９（Ｂ）に示すように、出射開口１１４を塞ぐ光透過性カ
バーをフランジに螺子止めするための螺子代１３７を外周に複数備えている構成であって
も良い。そして、引掛部１５３及び、固定具１６０を螺子代１３７間に配置して、螺子代
１３７によって、ガード１５０の回転を規制する構成であっても良い。また、図９（Ｃ）
に示すように、引掛部１５３を、螺子代１３７を挟んで両側に設けて、ガード１５０の回
転を規制する構成であっても良い。
【００２７】
　以上説明したように、本発明を適用した実施形態によれば、照明器具１において、出射
開口１４および当該出射開口１４を囲むフランジ３６が正面に設けられ、光源１８を収容
する器具本体１１と、枠部５１および当該枠部に設けられたガード部材としてのバンパー
部５２を備え、器具本体１１の正面に配置されるガード５０と、ガード５０を器具本体１
１に固定する固定具６０と、を備えガード５０の枠部５１には、フランジ３６に引き掛け
られる引掛部５３と、枠部５１の外側に突出している折曲片５５と、が備えられ、固定具
６０は、ガード５０の折曲片５５と係合し、折曲片５５の折り曲げによってガード５０を
係止する係合部６３を備えた。この構成によれば、フランジ３６に引掛部５３を引き掛け
るという簡単な作業でガード５０を器具本体１１に仮固定できる。また、固定具６０の係
合部６３に係合させたガード５０の折曲片５５を折り曲げることで、簡単にガード５０を
器具本体１１に固定することができる。これにより、ガード５０を照明器具１の器具本体
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１１に従来よりも少数のねじで締結することができ、且つ、別部材による落下防止対策を
図る必要がなく、ガード５０の施工性を向上した照明器具１を提供することができる。
【００２８】
　また、本発明を適用した実施形態によれば、ガード５０と、固定具６０とが、螺子で締
結されたため、ガード５０と、固定具６０との間に振動等による所謂ビビリ音が発生する
のを防ぐことができる。
【００２９】
　また、本発明を適用した実施形態によれば、固定具６０は、フランジ３６を挟み込む灯
具挟持部１６５を有するため、灯具挟持部１６５でフランジ３６をガード５０の枠部５１
と共に挟み込むことで、簡単にガード５０を器具本体１１に固定することができる。
【００３０】
　また、本発明を適用した実施形態によれば、折曲片５５は、ガード５０と、固定具６０
とを、螺子で締結する締結位置を挟んで両側に設けられている。この構成によれば、ガー
ド５０と、固定具６０とが互いに係止される位置の間でガード５０と、固定具６０とが、
螺子で締結されるため、ガード５０と、固定具６０とを安定して結合することができる。
【００３１】
　また、本発明を適用した実施形態によれば、前記ガードと、前記固定具とを、螺子で締
結する締結位置が、前記折曲片を挟んで両側に設けられている。この構成によれば、ガー
ド５０と、固定具６０とが互いに係止される位置の両側でガード５０と、固定具６０とが
、螺子で締結されるため、ガード５０と、固定具６０とを安定して結合することができる
。
【００３２】
　なお、上述した実施形態は、あくまでも本発明の一態様の例示であり、本発明の要旨の
範囲において任意に変形、及び応用が可能である。
【００３３】
　例えば、上述した実施形態において、光源１８を筐体１３の底面１６の略中央に配置し
た。しかしながら、光源１８を筐体１３の底面１６に互いに間隔を開けて複数設ける構成
であっても良い。また、上述した実施形態において、照明器具１は、投光照明する所謂投
光器である場合を例示したが、これに限らず、任意の照明器具に用いることができる。
【符号の説明】
【００３４】
　１　照明器具
　１１、１１１　器具本体
　１４、１１４　出射開口
　１８　光源
　３６　フランジ
　３６Ｂ　正面
　３６Ｃ　裏面
　５０、１５０　ガード
　５１、１５１　枠部
　５２　バンパー部（ガード部材）
　５３、１５３　引掛部
　５４、１５４　締結片
　５５　折曲片
　６０、１６０　固定具
　６１、１６１　裏面当接部
　６３、１６３　係合部
　６４、１６４　締結片
　１６５　灯具挟持部
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